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猛暑を乗り越えた野菜たち
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　この 3年間、年々夏の暑さが厳しくなり、米や野菜の収穫にも影響が出ています。以前は品種改良で

寒さに強い米が求められていたのが、ここにきて暑さに強い品種が作られ、栽培が始まっています。

　しかし、野菜は暑さに強い品種改良はまだまだ始まったばかりで、米と異なり育てる場所は変えられ

るのだから、涼しい土地で作り、植える野菜の種類を変えることで対応しています。しかし、キャベツ

や白菜は生育環境が限られ、ビニールハウスで栽培されるキューリやトマトなどは、そう簡単に別の野

菜に変えるわけにはいきません。そのために時期によっては極端な品不足になり、価格が高騰しました。

　我が家の家庭菜園も、例年植えて育てているキューリは 8月初めに暑さが増すと枯れてしまい全滅。

プチトマトも花は咲くのに実がならず、 8月半ばには枯れ始めてしまいました。水はちゃんと毎日撒い

ているのに、地面の温度が高過ぎるのが枯れた原因らしく、農家でもトマトは変色、生育不良など大き

な被害が出たようです。

　そんな過酷な環境の中でも、もともと暑さに強い野菜たち

は元気いっぱい。トウガラシ、シシトウ、オクラは超高温野

菜で、40℃を超える気温でも枯れることはありません。むし

ろ、暑さを喜んでいるかのようです。

　写真の花はオクラ。その奇麗さから、家の中で観葉植物と

して育てる人もいるくらいです。もちろん、出来た実は食べ

るのでしょうが。例年ですと 9月半ばまでが収穫時期なので

すが、今年は10月になっても花が咲き、実をつけていました。

　暑いのが大好きなトウガラシは沢山の実をつけて、強い日

差しの中で真っ赤に熟しています。こちらも普通は 9月半ば

には枯れ始めるのですが、それどころか今でも元気に花を咲

かせ続けています。あまりの大量の収穫で、どうやって食べ

ようか迷っています。毎日、激辛カレーを作らなくては。

　来年も猛暑になるのでしょうから、キューリとトマトは諦

めて、高温に強い野菜だけを植えようかと考えています。暑

さに強いトマトの苗って、作ってくれないかなぁ……

　やはり、トマトとキューリは家庭菜園の常連ですからね。

育てるのも食べるのも、楽しみな野菜です。

オクラの花

大量収穫のトウガラシ
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いことだ。樹齢とはこのような大きなスパンで考えるものなのか？確かめようがないことだ。以前から

もやもやしていたが、なんとなく納得したような気がする。

　さてムクノキにまつわる、まったくの余談になるが、氏名と巨樹との珍しい偶然の一致にぶつかった

のでご紹介したい。

　「椋」でヒットしたのはなんと、プロ野球選手の椋木蓮（むくのき�れん）選手だ。

　オリックス・バファローズの椋木�蓮（2000年 1 月22日�生まれ�）は、山口県山陽小野田市出身のプロ野

球選手（投手）。右投右打。オリックス・バファローズ所属。2024年に支配下登録されて一軍に昇格し、

2025年シーズンはリリーフとして12試合に登板して 0勝 2敗、防御率6.93を記録した。来年のさらなる

活躍を誓っている。木と氏
うじ

の偶然の一致である。（ネット情報参照）
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　樹齢800年、樹周5.8m、樹高25m　不破郡関ケ原町松尾　町

指定天然記念物

関ケ原町 立て看板より

　このスギの巨木は「関ケ原合戦圖屏風」にも描かれていて、

樹齢は800年あまりと推定される。平安の御代より、長く時代

の変遷をみつめてきたことは驚嘆に値する。その記録は幹の

年輪に刻まれている。目通り5.8m、高さ25mと、貝戸大神宮

大杉に次ぐ正にスギの横綱だ。

＜筆者のつぶやき＞

　このスギがあるのは、春日神社である。境内には福島正則

の陣跡がある。

　威風堂々の素晴らしいスギである。

　月見宮の名は、中山の方角に浮かぶ月が誠に美しく風流で

あったことから、この名が付いたと言われている。

　筆者はネットにて「関ケ原合戦圖屏風」を見てみた。月見宮

の大スギは「関ケ原合戦圖屏風」三扇の左下に描かれており、その姿は武人福島正則の陣跡に相応しく感

じられるのを確認したかったのである。しかし、残念ながら左扇、右扇までは見ることができたが三扇

は確認できず、大スギと福島正則の武人の姿も確認できなかった。ぜひともこの目で「関ケ原合戦圖屏

風」を見てみたいものだ。

　なお、関ケ原歴史民俗博物館資料館では、この大スギの折れた枝を利用した根付ストラップを販売し

ている。つづく

写真 5　月見宮の大スギ

─ 30 ─




